


人は誰でも、最期まで自分らしく生きたいと願ってい
ます。大切な人にそう生きて欲しいと望んでいます。
そして、静かに寄り添う人の存在が、その願いや希望
にもう一度明かりを灯してくれる。そんな”介護職の
カッコよさ”と“人が持つ力”をこの映画を通して描き
ました。ご覧になった方の人生が「もう一歩」によって
少しでも自分らしいものになることを願っています。

父が少しずつ変わっていく。
その姿に揺れる家族。

在宅か、施設か̶̶正解のない介護の選択に葛藤する日々。
やがて出会った介護職との時間が、

失われかけた “その人らしさ” を取り戻していく。
これは、いつか誰もが直面する人生の選択。

自分らしくあること。
家族であること。

その間に必要だった “もう一歩” の物語。
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制 作

この作品のコンセプトの一つが「介護職の声から生まれ、
介護職が使える映画」であること。全国の現役介護職ら
に監修協力いただき、実際の介護の現場で撮影をして制
作を進めました。特に大事にしたのが何を思い、何を感じ
、何を信じているのかという目に見えない部分の介護職の
リアル。より一層その部分を知ってもらうために介護職ら
のトークイベントを融合させて全国で展開しています。監督

マンジョット・ベディ
製作総指揮
小口 貴幸

Careworker’s VOiCE  - 現役介護職コメント -

昭雄のケアを担当する介護職員。リー
ダー職として日々奮闘しながら、より
良い介護を模索している。

友人・浩介の誘いを受け共に農園を
営む。家族の状況について相談に乗っ
ている。

藤井　美咲
（中園　彩香）

瀬川
（瀬田　吉史）

友人

利用者 介護職

認知症の症状が出始め、無気力な状
態が続いている。以前はおしゃれで音
楽好きだった。

田辺　昭雄
（大森　博史）

妻（故人）

40年前に他界。

同居

脱サラして友人と新たに農園を立ち上
げたばかり。介護施設への入所を勧め
る。家族との確執ができ始めている。

中学生の娘を持つ専業主婦。週末を
利用して遠方に住む父の介護に積極的
に関わる。在宅での介護を望む。

田辺　浩介
（奥田　武士）

三井　紗英
（山副　純子）

長男（兄） 長女（妹）

田辺家

桟橋を笑顔で歩く家族、田辺家。妻を早
くに無くした父・昭雄と長男（兄）・浩介、
長女（妹）・紗英の3人はどこにでもいる“普
通” の家族だった。

10年後、昭雄が亡くなり葬儀後の整理を
する紗英。浩介はもう農業の仕事に戻っ
ている。そんな田辺家に昭雄のケアを担
当していた介護施設職員の美咲が訪れる。

そこで語られるのは昭雄の老いに向き
合った田辺家の葛藤。そして施設で過ご
した昭雄の最期の在り方だった。

人物相関図とあらすじ

あらすじ

・私たちは、あらゆる人のどんな一歩も応援したい。この映画は、そんな介護職の願いや魂が詰まった作品です。是非ご覧下さい！！（兵庫県在住）
・介護職はその人の輝きを一緒に探すお仕事。諦めず、最後の最後まで「もう一歩」。今まで表に出る事のなかった介護のリアルがここに詰まっています！（北海道在住）
・「もう一歩」踏み出したからこそ見られる、素敵な物語があります。物語の展開と、介護職の専門性が結びつき、介護の無限の可能性を感じられる作品です。（山形県在住）

映画「もう一歩」は介護の仕事の魅力発信のためにYouTubeで
全編公開している他、イベント等で活用いただけるよう動画フ
ァイルの提供も行っています。
詳しくは公式サイトをご覧ください。

補助：厚生労働省補助事業令和７年度介護のしごと魅力発信等事業
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